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ATmega328Pの TWI(I2C)の制御プログラムフロー図（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TranceiveData_I2C 

送信データパラメータをセット 

受信データパラメータをセット 

Start_I2C 

終了を 100mSまで待つ 

タイムアウト？ 

正常終了 

YES 

異常終了 

送信パラメータ： 

・送信データのバイト数 

・送信データのアドレス 

受信データパラメータ： 

・受信データのバイト数 

・受信データを格納するアドレス 

注意： 

送信と受信の両方行う場合は、先に送

信が実施される。 

バイト数指定の送信と受信を実施 

Init_I2C 

TWBR ← 32 

速度指定 

TWBR ← 2 

TWI(I2C)の動作開始 

TWCR ← TWEN 

プリスケラに PCLK/1をセット 

TWSR ← 0x00 

終了 

400kbps 

TWI(I2C) インターフェース初期化 

100kbps 
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ステータスフラグ（TWSR & 0xF8） を 

チェック 

0x08？ 

0x10？ 

0x18？ 

0x40？ 

0x28？ 

スタートコンディション正常応答 

再スタートコンディション正常応答 

スレーブアドレス＋書き込み指定正常応答 

スレーブアドレス＋読み込み指定正常応答 

データ書き込み正常応答 

0x50？ 

データ読み込み正常応答 

 

ストップコンディション発行 

TWCR ← TWINT | TWSTO | TWEN 

戻る 

終了 

TWI割り込み 

YES 

YES 

YES 

YES 

YES 

YES 

TWSR = 0x08 

TWSR = 0x10 

TWSR = 0x18 

TWSR = 0x40 

TWSR = 0x28 

TWSR = 0x50 

その他のステータスは異常として終了する 

【備考】 

TWCR ← TWINT | TWSTO | TWEN とは、

TWCR レジスタの TWINT, TWSTO, TWEN

ビットを’1’にして、他のビットは’0’にするこ

と。 

TWIの割り込み処理 
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TWDR ← スレーブアドレス＋Ｗビット送信 

TWSR = 0x08 

送信データなし？ 

TWCRの TWINTを解除 

TWCR ← TWINT | TWEN | TWIE 

戻る 

受信データなし？ 

TWCRの TWINTを解除 

TWCR ← TWINT | TWEN | TWIE 

TWDR ← スレーブアドレス＋Ｒビット送信 

戻る 

スタートコンディション発行 

TWCR ← TWINT | TWSTA | TWEN | TWIE 

戻る 

Start_I2C 

YES 

YES 

この後 TWSR=0x08が発生 

この後 TWSR=0x18が発生 

この後 TWSR=0x40が発生 

ストップコンディション発行 

TWCR ← TWINT | TWSTO | TWEN 

戻る 

終了 
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TWSR = 0x18 

TWDR ← データ送信 

送信データなし？ 

TWCRの TWINTを解除 

TWCR ← TWINT | TWEN | TWIE 

戻る 

TWSR = 0x28 

受信データなし？ 

スタートコンディション再発行 

TWCR ← TWINT | TWSTA | TWEN | TWIE 

戻る 

ストップコンディション発行 

TWCR ← TWINT | TWSTO | TWEN 

戻る 

YES 

YES 

この後 TWSR=0x28が発生 

この後 TWSR=0x10が発生 

終了 

送信データバイト数を－１ 

TWDR ← スレーブアドレス＋Ｒビット送信 

TWSR = 0x10 

この後 TWSR=0x40が発生 

戻る 

TWCRの TWINTを解除 

TWCR ← TWINT | TWEN | TWIE 

ACK発行 

TWCR ← TWINT | TWEA | TWEN | TWIE 

この後 TWSR=0x50が発生 

戻る 

TWSR = 0x40 

YES 

受信データバイト数チェック 

１バイト？ 

NAK発行 

TWCR ← TWINT | TWEN | TWIE 

この後 TWSR=0x58が発生 

戻る 
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TWSR = 0x50 

データ受信・格納 ← TWDR 

受信データなし？ 

TWCRの TWINTを解除 

TWCR ← TWINT | TWEA | TWEN | TWIE 

戻る 

ストップコンディション発行 

TWCR ← TWINT | TWSTO | TWEN 

YES 

この後 TWSR=0x50が発生 終了 

受信データバイト数を－１ 

受信データバイト数チェック 

１バイト？ 

NAK発行 

TWCR ← TWINT | TWEN | TWIE 

この後 TWSR=0x58が発生 

戻る 

ストップコンディション発行 

TWCR ← TWINT | TWSTO | TWEN 

TWSR = 0x58 

戻る 

終了 

YES 

データ受信・格納 ← TWDR 

※念のためチェック 


